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ABSTRACT

We　are　developing　physical　fitness　materials　which　can　be　expected

“the　educational　effect”　for　the　elementary　school　children　and　study－

ing　its　instruction　system　and　method．　　　　　　　　　　　二

We　noticed　the　endurance　running　such　as　short　marathon　or　mid

－distance　running　which　need　a　certain　patience　for　them　during　its

training ，　and　performed　that　training　for　the　children　with　long　term．

Then　we　have　reported　the　above　result ．

The　purpose　of　this　study　is　clarifying　the　suitable　age　for　that

training ．　The　l　st，　3　rd　and　5　th　grade　children　had　the　training　for

two　years ．

As　a　result，　we　knew　high　grade　children　have　got　an　advancement

or　improvement　of　capability　of　the　running　arid　they　became　to

work　positively　about　all　the　physical　fitness．

Therefore ，　we　eχpect　those　continuous　training　in　these　age　wⅢbe
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helpful　for　them　to　understand　all　the　physical　fitness　or　sports　for

their　life　time．

要　　旨

著者らはこれまで，トレーニングに際して， あ

る程度 の精神力 を必要とする持久走運動に着目

し，小学生に対して長期間にわたる持久走トレー

ニングを実践し，種々の指導効果に関する報告を

行ってきた．　　 卜

本研究では，小学校の1 ，　3 ，　5 年生に対して

それぞれ2 年間の持久走トレーニングを行わせ，

持久走指導の‘教゙育的な効果”の至適年齢を明ら

かにすることを目的とし，考察を行った．

その結果，お もに高学年において持久走能力 の

パフォーマンスの向上が認められ，加えて運動全

般 に対して好意的， 積極的になったことが示され

た．

われわれは， この時期の継続的な持久走運動が

生涯体育指導への一助になり得 るものと期待 して

いる．

緒　　 言

持久走 トレ ーニ ングが， 呼吸 循環機 能 や筋力 な

どに及ば す生理学 的な 効果 に関 して は， こ れまで

多数 の報告 があ り2・3，6．7・9130），そ の中 には教育現 場に

おいて も有 効 と思 われ る報告 も少 なくない．

しか し， これ ら報 告 の多 くは対象 者を一般 成人

とした もの が多 く， 幼児 や児 童を対 象 とした報 告

例 は散見8リO．゚）す る程 度 で あ る． ま た， 持 久 走 ト

レ ーニ ングにおけ る効果を生 理学 的な効果 のみで

な ぐ 教育 的な効果” という点 か ら捉え る と， そ

の報告 例 はき わめて少 ないとい え る．

持久 走ト レ ーニ ングは， そ のトレ ーニ ングの手

段 が単 純で あり， また がんば る” とい うあ る程

度 の精 神力 を必 要 とす る運動？5）であ る．
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著者らば15 ）， これまでこのような運動特性を

持った持久走に着目し，持久走トレーニングを小

学生に長期間実施し，おもに児童の内性的な変化

（体育態度）に主眼をおいた「持久走運動における

教育的効果」について検討を加えてきた．その結

果，トレーニング終了時には，いずれの学年の児

童においても，持久走のパフォーマンスの向上が

認められ，運動全般に対して積極的かつ好意的と

なり，体育態度への好影響をもたらすことが示唆

された．

しかし，持久走運動を一つの教材として捉えた

時，何年生に重点をおいて指導していけば，この

教育的効果を最大限に引き出すことができるかと

いう，いわゆる持久走指導の至適時期についての

検討が，今後の課題として残されていた．　 ＼

そこで本研究では，この持久走トレ ーニングを

さらに種々の学年の児童に系統的に指導すること

により，その指導効果が小学校段階のいつ頃に最

も顕著にあらわれるかを探ることにより，小学生

の持久走運動における教育的効果の至適学年につ

いて明らかにしようとした．

1．研究方法

対象者は都内の小学校に在籍した1 ，3 および

5 年生の児童男女で，これをそれぞれ低，中，高

学年グループとし，これらの各グループをさらに

男女とも持久走群と非持久走群に分けた．

持久走群は低学年では，毎回500 ～800　m，　中

および高学年は， 毎回800 ～1200　m　の集団での

ペース走による持久走トレーニングを月曜日から

土曜日までの週6 回実施し，これを2 年間行っ

た．

トレーニング実施期間は，低学年は昭和60 年



―　296　―

4 月～62 年3 月，し中学年 は昭和58 年万4月：～60 二

年3 月，高学年は昭和62 年4 月～平成元年3 月

であった．なお，非持久走群は通常の体育授業時

以外には特別に持久走は行わなかったレ

そしてとの低学年持久走群には600　m，　中およ

び高学年持久走群には1000　m　のタイムト多イア

ル走を√月1 回め頻度で実施し，2 年間にわたり

各持久走群め平均タイムを算出した．

¨またレ各学年グルアプの両群には，トレーニン

グ終了時において体育態度に関するアンケート調

査を実施し，体育および運動全般に対する意識調

査を行らた．　　 ∧

さらに，タイムトライアル走の測定と体育態度

の意識調査は，各持久走群のトレーニング終了時

より2 年後においても追跡調査を行い，持久走運

動の教育的効果の残存性について検討を行った．

以上の研究方法についての概要はけ表1 にまと

めて示している．

なお，各グループのトレーニング開始前におけ

る身体的特徴は，表2 に示すとおりである．二

1．1　タイムトライアル走の測定方法に

ついで1

月1 回の頻度で実施したタイムトライデル走

は，図1 に示すように男女別に実施し，測定方法

はつぎのような順序によ’つた．

①　男女で二人組のバディーを組む．

②　男子の測定時 は女子がA 地点で自分の相

手の走行周回数を告げる（女子の測定時は

男子がA 地点に位置し，同様に行う）．

③　走行者は1 周100　m　のトラックを9 周し

表1 研究方法についての概要

対　象　者
トレーニング

期間

トレーニング

内容

研　究　内　容

実施中 終了時 2 年後

低学年

グループ

（1 年生）

持久走群

男子n＝13

女子n＝ll

S．60．4

～S．62．3

・600～800m の

持久走

（頻度＝週6 回）

・600m タ イ

ムの測定

（月1 回）

・600m タ イ

ムの測定

・体育態度調

査

・600m タ イ

ムの測定

・体育態度調

査

非持久走群

男子n＝13

女子n＝12 ＼ ＼ ＼
同　上 同　上

中学年

グループ

（3 年生）

持久走群

男子n―22

女子n＝16

S．58、4

～S．60．3

・800～1200m の

持久走

（頻度＝週6回）

・1000m タイ

ムの測定

（月1 回）

・1000m タイ

ムの測定

・体育態度調

査

・1000m タイ

ムの測定

・体育態度調

査

非持久走群

男子n＝l9

女子n＝16 ＼ ＼ ＼
同　上 同　上

高学年

グループ

（5 年生）

持久走群

男子n＝12

女子n＝12

S62．1

～H ．1．3

・800～1200m の

持久走

（頻度＝週6回）

・1000m タイ

ムの測定

（月1 回）

・1000m タイ

ムの測定

・体育態度調

査

・1000m タイ

ムの測定

・体育態度調

査

非持久走群

男子n＝14

女子n　＝　16＼ ＼ ＼
同　上 同　上
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表2　 対象者の身体的特徴

対　　象　　者

男　　　　 子 女　　　　子

身長

（cm）

体重

（kg）

胸囲

（cm）

座高

（cm）

身長

（cm）

体重

（kg）

胸囲

（cm）

座高

（cm）

低旱
で

占

持久走群

男子n＝13
女子n＝11

M 115．7 20，9 57．9 65．2 115．2 19．5 54．5 64．7

SD 3．3 2．7 2，3 2．1 3．8 1，9 2．5 2．7

非持久走群

男子n＝13
女子n＝12

M 115．3 19．8 55．4 64．6 117．7 21．4 55．7 65．7

SD 5．5 2．8 2．9 2．7 6．4 2．5 2．2 3．2

中

学
年

グ
ル
1
プ

持久走群
男子n＝22
女子n＝16

M 129．6 28．2 63．6 71．0 127．3 25j 59．7 70．4

SD 5j 5，9 6．2 3，0 4，6 3．5 2．8 2．3

非持久走群
男子n＝19

女子n＝16

M 129．7 27．6 63．6 70．9 126．7 25．2 60．7 69．6

SD 4．2 4，7 5．6 2．8 4．5 4．0 4．0 2．3

奉
でy

ル亠

持久走群

男子n＝12

女子n＝12

M 139．9 34．4 67．9 74．9 135．6 29．5 64．7 75．1

SD 3．4 4．2 6．4 2．2 6．3 3．9 2．7 2．8

非持久走群
男子n＝14

女子n＝16

M 135．6 29．5 64．7 75．1 135．5 30．7 64．9 73．1

SD 6．4 7．6 6．8 3．0 5．3 4．8 4．2 2．9

た後，10 周目はB 地点よりフィールド内

に入り，1000　m　ゴールのC 地点へ向かう．

④　タイム測定者はC 地点に立ち，ゴール通過

時の所要タイムを走行者に告げ，確認させ

る．

⑤　全員完走後，ただちに各走行者の成績を記

録表に記録する．　　　　　　　 ………

なお，低学年グループはトラックを6 周したと

ころがゴールとなるため，タイム測定者はD 地点

へ
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で各走行者の所要タイムを告げた， 十
‥

二｜．2　 体育態度の調査方法について　　　 し

各 グループに対して実施した体育態 度に関する

意識調査は，　Sonstroem26 ～28）の開発したP ．　E．　A．

S　（Physical　Estimation　and　Attraction　Scale）

を参考として，宮崎ら18・21’24）が日本人用 に改訂した

「体育態度および自己の体力・運動能力 に対する

自己推定」の体育態度調査表を用いて 調査した，

二 この日本語版P ．　E．　A．　S調査表は，表3 に示す

1～9周
卜 ヽ

1周100m　　　　　 。、 卜

図1　 タイ ムトライアル走の測定方法

⊃ノ
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表3　 日本語版P ．E．A．S（体育態度）調査用紙

体 育 に 関 す る ア ン ケ ー ト
し

このアンヶ－卜は、みなさんが体育をどう思っているかを知るためのものです。各質問をよく胱んで、

ともあてはまると思う回答用紙の番号をえらぴ、それに○印をつけてください。　　　 よ

自分にもつ

なお、どのように答えてよいかまよう質問もあると思いますが、どれか一つの番号にきめてかならず答えてくださ

1，丶。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。・。　　　　　　　　　　　　厂

1レトランプのようなゲームをするよりも、友達と話をするほうが好きだ。

2 。 ス ポ ー ツ は疲 れ る だ け で た め に な ら な い 。

3 ． 野 山 を一 日中 歩 き ま わ っ た あ と は、 さ わ や か な 気 分 に な る6

4 ． 運 動 を す る と い ろ い ろ な人 と友 達 に な れ る の で 、 運 動 が 好 き だ。

5 ． 読 書 よ り も、 運 動 や ス ポ ー ツ を す る ほ う が好 きだ 。

6 ． 私 は友 達 と比 べ る と 、力 も 強 く筋 肉 もあ る ほ う だ。二

7 ． そ の気 に な れ ば 、 私 は す ば ら し い テ ニ ス 選手 に な れ る と思 う 。　　　　　　　　　　　 卜

8 ． 私 は何 か楽 器 を習 っ て み た い。＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 し

9 ． 運 動 を し てい れ ば 、健 康 に な れ る と思 う 。 ／　／　　　　　　　　　 ／　　 ‥

10． 日常 生 活 の ス トレ ス や不 満 は 、 ス ポ ー ツ を す れ ば 解 消 で きる 。

n ． い ろ い ろ な ス ポ ー ツ 活 動 を 通 じ て 多 くの 人 と友 達 に な り た い 。

12． ス キ ーや 水 泳 の よ うな 活動 は楽 し い と 思 う。　　　　　　　　　 ∧

13． 運 動 を す れ ば 、 自 分 の体 力 は もっ と 強 く な る と 思 う6

14 ． 私 は キ ャ ッ チ ・ ポ ー ル が う ま く で きな い。ユ

15． 自 動 車 の修 理 屋 さ ん の よ う に、 機 械 い じ り め 仕 事 に興 味 が あ る 。　　　 ＋

16． 放 課 後 は運 動 を し て遊 ぷ よ り も 。部 屋 で 休 む ほ う が よ い。　 ・　　　　　　　
｜　

。　　・　　　　　・

17． 心 が 疲 れ た と き は、 運 動 よ り も横 に なっ て休 ん だ ほ う が よ い 。　　　　　　　　　　 卜

18． ス ポ ー ツ を す る時 、私 は リ ー ダ ー と な る こ と が多 い 。

19√ ス ポ ー ツ の試 合 を 見 る よ り も、 良 い 映 画 を み る ほ う が好 き だ。

20． 足 が 速 い の で、 走 る のが 好 き だ
○　　・

21． 私 は練 習 をし て も、 と う立 が じ ょ う ず に で き るか 心 配 だ。

22． 他 人 が 賛 成 し な く て も、 自 分 の意 見 をお し と お す こ とが で き るe　
’

23 ． 力 が 強 く な く て も、 体 力 が な く て も。 別 にか ま わな い 。

24． 運 動 を す る と、 心 が休 ま る こ と が多 い。

25． 何 か の ス ポ ー ツ に参 加 すれ ば、 友 達 づ きあ い の よい 人 間 に な れ る と 思 うQ　I　　　　1

26 ． 私 は中 学 生 に なっ た ら、 何 か の運 動 ク ラブ に参 加 し たい 。

27． 自 分 は体 力 が ない の で疲 れ や すい 。　・　　　　I　　　　　　　　　　　・

28． 私 は練 習 す れ ば。 水泳 が上 手 に で き る と 思 う。

29． 私 の趣 味 は、 テレ ビ観 賞 で あ る。

30． 体 力 を高 め る に は、 努 力 が い るが 、 そ れ ほ ど よい こ と だ と 思 わ ない 。

31． 運 動 で 汗 をか い た あ と の さ わ や か な気 分 が好 き だ。

32． スポ ー ツ をす る と友 達 を大 切 にす る よう にな る と思 う。

33． ル ール が あ り、 勝 ち負 け のあ る ス ポ ー ツ よ り も、 遊 び の よ うな 運 動 の ほ うが 好 き だ。

34． マ ラ ソン は、 途 中 で 苦 し くな る ので 好 きで は ない 。

35． 私 は。 将 来 、 有 名 な歌 手 にな り たい 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 匸

36． 私 は友 達 と比 べ て不 器 用 な ほ う だ。　　　　　　　　　　　　　　　　 犬

37． バ ド ミ ン ト ンや ソフ ト ポ ール よ り も、サ ッ カ ー やバ ス ケ ッ ト ポ ー ル の よ う な 活 発 な ス ポ ー ツ を や り た い 。

38． スポ ー ツ を す る時 に。 勝 ち負 け の ス リル 感 が 好 き だ。

39． スポ ー ツ を す る と、 ル ール を守 る心 が 育 つ と思 う 。

40． あ らあ ら し く、 ス リル のあ る ス ポ ー ツが 好 き だ。

41． 私 は人 よ り も動 きが に ぷい 。　　
■■■　　　■　　　　　　　　■■　　　　　　　　　　　　　　　

■㎜
■　　　　　　■

42． ま わ り の人 達 は、 私 が 運 動 にす ぐ れ てい る と思 っ て い る。

43． マ ン ガ を読 む よ り も、 テレ ビ の 歌 番 組 を み るほ う が好 き だ。

44． 運 動 や ス ポ ー ツ は、 身 体 を丈 夫 に す る と は思 わな い 。

45． ス ポ ー ツ を楽 し む と心 も明 る くな る 。

46． ス ポ ー ツ で は、 み んな と仲 良 く す る こ とが 一 番 大 切 だ と思 う。

47． ス ポ ー ツ をし て汗 をか い た り、 身 体 が 汚 れた り す る の は好 きで はな い 。　　　　 つ

48． 私 は友 達 と比 べ る と健 康 な ほう だ。

49． 将 来 、私 は上 手 な ス ポ ー ツ選 手 にな れ る と思 う 。

50． 遊 園 地 よ り も、 動 物 園 にい く ほ うが 好 き だ。

デサントスポーツ科学Vol ．　14



表4　 領域別質問項目の分類

領域 分　野 質問項目

体
育

態
度

1 ．身体的効果

2．精神的効果

3 ．社会性への効果

4 ．興味・関心

2＊9　16＊23＊30＊37　44

3　10　17＊24　31　38　45

4　11　18　25　32　39　46

5　12　19＊26　33　40　47

自己

推定

5 ．体力推定

6 ．運動学習能推定

6　13　20　27＊34＊41＊48

7　14＊21＊28　36＊42　49

ダミー項目 1　8　15　22　29　35　43　50

＊否定的文章の質問項目

ように， ダミー項目を含め全部で50 の質問項目

からなっている．これらの項目は，質問内容から

表4 のように①「身体的効果」②「精神的効果」

③「社会性への効果」④「運動への興味・関心」

⑤「体力推定」⑥「運動学習能推定」の6 領域に

分類される．　　　　　　　　　　　　　　I．

回答方法は結果を得点化して集計できるよう，

5 段階評価による選択法を採用した．したがっ

て，各領域は35 点（5 点×7 項目＝35 点）が満

点となり，6 領域全体で210 点満点となる．

本研究では，この調査表を用いて，各グループ

に対し，トレーニング終了時とその2 年後の時点

で調査を実施し，持久走運動による教育的効果の

残存性を中心に，体育態度への影響について検討

した．

秒
　
0
0

150

―　299　―

2．結　　果

2．1　各グループにおけるタイムトライアル

走の推移について

図2 ，3 および図4 は，それぞれ低，中および

高学年の各グループにおける，持久走群の2 年間

にわたる月別タイムトライアル走の平均タイムの

推移と，トレーニング終了から2 年後 の平均タイ

ムを示している．

各持久走群における2 年間の平均タイムの変化

は，トレーニング開始時と終了時とでいずれの群

の男女とも，1 ％水準で有意なタイムの短縮が認

められた．

また，トレーニング終了時において，持久走群

と非持久走群の平均タイムを比較すると，いずれ

の学年グループの男女とも，持久走群の方が1 ％

水準で有意に短い平均タイムであった．

トレーニング終了から2 年後の平均 タイムを見

ると，中学年グループの女子で持久走群が非持久

走群より1 ％ 水準で有意に短い平均 タイムを示

した．しかし，低学年グループの男女と中学年男

子においては両群間に有意な差は認められなかっ

た．

高学年グループでは，男女とも持久走群の方が

非持久走群よりも有意に（男子5 ％， 女子1 ％

○ － ○ 持 久 走 群 男 子

△－－－△ 持 久 走 群 女 子

●一一一● 非 持 久走 群 男 子

▲－ ▲ 非 持 久走 群 女 子

N ．S

9　　　　　1　　　　4　 卜　　　9　　　　　1　　3　 月　 （2 年後）

図2　 低 学 年 持 久 走 群 に お け る600　m　持 久 走 平 均 タ イ ム の月 別 推 移
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j●－¬＆ 非持久走群女 子
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図3　 中学年持久走群における1000　m　持久走平均タイムの月別推移

秒
　
3
0
0

ト

ト

ト
O
、、。
4
L
L
L
　
　
－

I
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

○ 一一－○ 持久走 群男子
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＊

4，　　　9　　　　　1　　　4　　　　　91　　31 月 （2 年後 ）

図4　 高 学 年 持 久 走 群 に お け る1000　m　持 久 走 平 均 タ イ ムの 月 別 推 移

水準） 短 い平均 タイ ムで あ っyた．∧

2．2　 体育 態 度調査 の結果 につ いて

図5 ，6 お よ び図7 はぞれぞ れ低， 中お よび高

学年 の各 グル ープにお ける，　P．　E．　A．　S調 査の結

果を 示 して い る． これ らの図 の横軸 は質問項 目 の

6 領 域 を 示 し， 縦 軸 は各 領 域 の得点 を示 し て い

る．　　　　　　　　　　　　 ＼　　　ヽ ＝　　－ 万　………

低 学年 グル ープ男 女 の持久走 群 と非 持久 走群 の

得点 を比 較 す ると，訃 レ ーニ ング終了 時 におけ る

得点 は， 持久 走群 の方 が高 い領域が い くつ か見 ら

れた． し かし， こ れらの得点 差に はいず れ も有 意

差が認 められなかった．　　　　　　　　　 ∧

トレーニング終了 の2 年後では，トレーニング

終了時と比較して得点の向上した領域も見られた

が，逆に得点 の低下した領域もあったレ また，非

持久走群と比較し七，持久走群の方 が有意に高い

得点を示した領域は男女とも見 られなかった．

中学年持久走群 において，トレーニング終了 の

2 年後の得点を，トレー三ング終了時と比較する

と，男子では，すべての領域で得点 が低下し，体

育態度の意識の低下が見られた． また，非持久走

群と比較しても有意に高い得点を示 した領域は認

デサントスポーツ科学Vol ．　14
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図6　 中学年グループ におけるP ．E．A．S（体育態度）調査結果

められず，低学年グル¬プと同様の結果であっ

た．　　　　　　　　　　　　　　　 ／

また，女子ではトレーニング終了時の得点は，

すべての領域とも持久走群が非持久走群より高

かったが，有意差は認められなかった．ただ，卞

レーニング終了の2 年後では「体力推定」の領域

において，持久走群が非持久走群より5 ％ 水準

デサントスポーツ科学Vol．　14

で有意に高い得点を示し，低学年グループとは異

なる結果を示した．

高学年グループの男子においては，トレーニン

グ終了時で「精神的効果丁を除くすべての領域で，

持久走群が非持久走群より高い得点を示したが，＝

両群間に有意差は認められなかった．

しかし，トレーニング終了の2 年後における
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図7　 高学年グループにおけるP．　E．　A．　S　（体育態度）調査結果

「運動への興味・関心」および「体力推定」の2 領

域では，持久走群の得点が向上し，得点の低下し

た非持久走群とに5 ％ 水準での有意差が認めら

れた．

また，女子 においては，持久走群カ燧 レーニン

グ終了時で「精神的効果」を除くすべての領域で，

非持久走群より高い得点傾向を示し，「身 体的効

果」の領域では，1 ％水準で有意差が認められた．

さ らに， トレ ーニ ング終了 の2 年後 において

も，「身体的効果」，「運動への興味・関心」，匚体力

推定」 など の領域 では，持久走群 の方が危険率

1 ％ から5 ％ で有意に高い得点を示し， これら

の領域で は持久 走群 め意識が高いことが示ざ れ

た．

このように高学年持久走群のトレーニング終了

の2 年後 においては，男女とも非持久走群に比較

して有意に高い得点を示した領域がいくつか認 め

られた． また，女子のF ‾身体的効果」の頸域のよ

うに，トレーニング終了時から2 年間にわたって

有意に高い得点を示した領域も見 られ，中学年グ

ループの女子に見られた結果がより顕著に示され

た． ・．・．　　　　　　　　　　・．

3 ． 考　　 察　　　　 卜

児童を対象とした場合，持久走トレーニングが

呼吸循環機能や筋力などに及ぼす影響において，

期待され名効果は得られにくいとい う報告゛11）が

多い．また，われわれの先行研究16）においても，こ

れと同様の結果が得られている． このような結果

は，成人と子どもの呼吸循環機能の発達的特性の

違いが，大きく起因しているものと思われる， こ

のことから，発育段階に応じた適切なトレーニン

グ指導の重要性が指摘されるところであ る气

しかし，たとえ生理学的な効果が得られにくい

としても，それが教育的な効果を期待できる教材

であるとすれば，積極的にカリキュラム導入を試

みる価値はあると考えられる．

本研究では，持久走運動の特性に着目して，小

学生に長期間にわたる持久走トレーニングを実施

し， おもに小学生における持久走運動の教育的効

果の至適時期（年齢）に関して検討を試みた．

図2 ，　3 ，　4 に示したように，月 ごとに測定し

た持久走群 めタイムト ライアル走 め平均 タイ ム

は，2 年間で有意に短縮した．このことは，木研

デサントスポーツ科学Vol ．　14



究で実施した持久走トレーニングがそのパフォー

マンスを有意に向上させたことになる．しかし，

この結果は，トレーニング期間が2 年間という長

期間であったことを考慮すると，発育効果が影響

したことも考えられる．　　 ‥

この点については，　トレーニング終了時に持久

走群と非持久走群 の平均 タイ ムを比較したとこ

ろ，持久走群が有意に短いタイムを示したことか

ら，持久走群におけるパフォーマンスの向上は，

単に発育効果によるものではなく，トレーニング

によるものと考え ることができる．

そして， トレーニ ング終了 の2 年後のタイムで

は，中学年女子および高学年の男女 において，持

久走群が非持久走群より有意に短いタイムを維持

していた．このことは，トレーニングによる残存

効果だけではなく，さらに別の要素が関与したこ

とが考えられる．

Sons！　oroem26－　21　Rは，激しい身体活動への参加

の行動 モデルに関するものとして，身体推定と魅

力 スケール（P．　E．　A．　S）を開発した．宮崎ら19）

は，このP ．　E．　A．　Sを小学生児童の体育態度調査

にも活用できるように，日本語に訳して作成し直

し，これを用いた調査報告でその妥当性を検討し

ている．

この体育態度の調査結果において，高学年持久

走群では男女とも「運動への興味・関心」，「体力

推定」の領域で，非持久走群より有意に高い得点

を示し，さらに，女子は「身 体的効果」の領域に

おいても有意差を認めた．しかも，このような得

点差はトレーニング終了の2 年後 において見られ

たものである．　　　　　　　　　　　　　　 ▽

以上より， タイムトライアル走の平均 タイムの

短縮および体育態度の調査結果をふまえて，持久

走群に関与したもう一つの要素を考察す ると，

「継続的な持久走トレーニングを実践した結果，

子ども達の中に ’゙満足感”や ’゙成就感”などが生

まれ，自己の体力に自信がつき，運動への興味・

デサントスポーツ科学Vol ．　14
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関心 も高まり，運動に対して好意的か つ積極的と

なり，トレーニング終了後もパフォーマンスの向

上を維持していった」ということが言 えそうであ

る．

小学校の時期は，子ども達が与え られた課題に

対 して，素直に反応し一生懸命に取 り組もうとす

る時期であり，技能習得の成功や失敗 に一喜一憂

する時期でもある． したがって，この時期に継続

的な持久運動を積極的に指導して行くことは， ま

さに生涯体育につながる第一歩を育て ることにつ

ながるものと思われる．

今回の研究結果は，お もに高学年の児童に対 し

てこのような継続的な持久走運動を取 り入 れて実

践していけば，期待 される教育的効果 を最大限 に

引き出す可能性の高いことを示唆した ものと考え

る．

持久走運動は，文部省指導書（体育 編）20）による

と体操領域に属し，「動 きを持続する 能力を 高め

る運動」の一教材として取り扱われて いる．

授業の中での活用の仕方については，いくつか

の報告例1，17，29：・3j）が紹介されているが， 著者らは，

本研究の結果 に基づき，学校での一日の生活時程

の中で10 分程度の時間帯を作り，そ れを年間を

通じて，毎日実施していくような指導 形態を考え

ている．持久走運動は学校生活の中で，日常的な

ものとして継続的に実践できるような場面を設定

することが必要であろう．

図8 は小学校において，持久走運動を継続的に

実践で きるように組み入れた，一日の生活時程例

を示したものである．

4 ．ま＼と・め

長期間の持久走運動 の実践における教育的効果

について，その至適学年（年齢）を明 らかにする

ことを目的とし，小学校の1 年生（低 学年），3 年

生（中学年）および5 年生（高学年） の3 グルー

プを対象に，2 年間の持久走トレーニ ングを実施
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図8　 持久走を組 み込んだ小学校における生活時程例（平日用）

し， その持久走能力と体育態度の推移を検討した

結果，づぎのような結論を得た．　ヶ：　　‥ ‥
，
＝

1 ）週6 回，約10 分間の持久走トレ ーニングを

2 年間実施した結果，低，中および高学年

卜　 のいずれの学年の男女とも有意な持久走 夕

イムの短縮が認 められた．T　 … … …………

2 ）トレ ーニング終了時では， いずれの学年の

持久走群 も非持久走群と比較して，有意に

………　短い持久走 タイムであったレ グ　　∧

3 ）レトレ ー卒ング終了の2 年後における持久走

の結果では，おもに高学年持久走群 の男女

が有意に短い タイムを維持しており，持久

走の残存効果が認められた．　　 ‥‥‥‥

4）体育態度の調査結果では，おもに高学年持

久走群の男女において，トレーゴング終了

の2 年後も運動全般に対して意欲的かつ積

∧ 極的態度であった． ………　J　　　‥‥‥

以上 のこと か ら， 継 続的 な持久走 トレ ーニ ング

はお もに， 高学年 にお いて教 育的効 果 が大 きい こ

とが推 察 され， 高 学年で の持久 走運 動 の指導 は生

涯体育 指導 へ の有 効 な一手段 とな る ことが示 唆 さ

れた．　 ・・．・・・．　　・・　　　　　　　　 ．．・．　・．
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